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薬学共用試験センター会務報告（平成26年3月） 

 

3月 1日（土） 第 2 回 CBT出題問題漏洩調査ワーキング 

 

出席者（敬称略）： 

奥 直人、石塚忠男、伊藤 喬、前田定秋、増野匡彦、宮崎 智 

オブザーバー 

   伊藤智夫、山元 弘 

原 博、矢ノ下玲、中嶋香織（事務局） 

 

議題： 

 1. 当該学生への面談結果について 

 2. 今後の対応 
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2014-033 3月 6 日（木） 第 3 回広報委員会 

 

出席者（敬称略）： 

 伊藤智夫、石川さと子、佐治木弘尚、矢ノ下良平 

オブザーバー 

 矢ノ下玲、中嶋香織、原  博（事務局） 

 

議題： 

1．平成 25 年度報告書の作成に向けて 

 （1）目次の作成 

 （2）執筆者の選出 

 （3）執筆要項 

 （4）原稿〆切日の決定 

 

2．日本薬学会年会での発表に向けて 

 （1）ポスターの内容について 

 （2）ポスター作成者の決定 

 

3．AASP Deans Forum（2014 年月 29 日）について 

 （1）発表タイトル 

    Common Achievement Tests (CBT & OSCE) prior to  

Clinical Practice Rotations.（発表者：山元 弘 理事長） 

 （2）教育関係の英語の語彙を他の団体（薬学教育協議会、薬学教育評価機 

    構）と揃える。 

 

4．第 46 回日本医学教育学会（2014 年 7 月 18〜19 日）での発表について 

  CBT と OSCE の発表においてタイトルを揃え、整合性をとる。 

 

5．改訂モデル・コアカリキュラムの冊子化について 

 （1）製本数の決定 

 （2）新旧対照表も別冊で同数製作する。 
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6．ホームページの英文化 

 （1）翻訳業社の見積り（3 社）を比べ、業者の選定を行った。 

 （2）今後の作業の進め方を決めた。 
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2014-034 3月 11 日（火） OSCE実施委員会 

 

出席者（敬称略）： 

 入江徹美、木内祐二、橋詰 勉、旭 満里子、岡崎光洋、岡村 昇、折井孝男、 

 木津純子、島貫英二、中嶋幹郎、野田幸裕、松下 良、望月真弓、 

 渡邊真知子、吉富博則、富岡佳久、田村 豊、石田志朗 

オブザーバー 

 矢ノ下 玲（事務局） 

 

議題（報告事項を含む）： 

1．平成 25 年度薬学共用試験 OSCE の実施状況 

2．平成 26 年度薬学共用試験 OSCE の実施方針 

3．平成 26 年度 OSCE 実施に向けた準備作業 

（1）作業説明 

（2）作業チームでの作業 

① 領域 1・5 課題修正 

② 領域 2・3・4 課題修正 

③ 各種文書修正および作成 

（3）全体討論 

4．平成 26 年度予定行事について 

（1）OSCE 実施説明会 2014 年 4 月 13 日（日） 

（2）モニター説明会 2014 年 9 月 1 日（月） 

5．その他 

（1）平成 25 年度報告書作成について 

（2）日本薬学会第 134 年会（熊本）について 

（3）薬学教育モデル・コアカリキュラム改訂への対応について 
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2014-025 3月28日（金） OSCE実施委員会 

 

場所：熊本大学薬学部 大江総合研究棟 2 階 多目的ホール 

出席者（敬称略）： 

入江徹美、木内祐二、橋詰 勉、石田志朗、岡崎光洋、岡村 昇、 

折井孝男、木津純子、富岡佳久、中嶋幹郎、野田幸裕、松下 良、 

吉富博則、山田安彦、 

 

議題（報告事項を含む）： 

1．平成 26 年度 OSCE 実施に向けた準備・確認作業 

（1）作業チームでの作業確認 

① 領域 1・5 課題修正 

② 領域 2・3・4 課題修正 

③ 各種文書修正および作成 

 

2．OSCE 実施説明会の準備 
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４月４日（金） 薬学共用試験運用支援 ２０１４年４月定例会議 

 

出席者 

  システム検討委員会：宮崎 智 

  事務局：矢ノ下玲、中嶋香織、原 博 

  富士通：プロジェクト担当者８名 

  ソフィア：システム開発プロジェクト担当者３名 

  シンク：システム開発プロジェクト担当者２名 

 

議題 

１．前回議事録確認 

２．マスタースケジュール確認 

３. 定例運用作業報告 

４．QA 対応報告 

５. 依頼事項 

６. 課題管理 

７．その他報告 

 


